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(57)【要約】
【課題】幅を最小化して全体の大きさを減少させる発光
ユニットを提供する。
【解決手段】発光ユニット１００は光源部に電圧を提供
する電源ライン１３１と光源部１２０を接地する接地部
材１４０とを具備し、電源ラインと接地部材は互いに異
なる層に具備される。これによって、光源部を接地する
接地ラインと電源ラインが同一層に具備された従来より
も発光ユニットの全体の幅が減少し、表示装置において
発光ユニットが配置されるベゼル領域の幅が減少する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁部材と、
　前記絶縁部材の上面に実装され、電圧が提供されて光を発生する少なくとも一つの光源
部と、
　前記絶縁部材の上面に形成されて、前記光源部と電気的に接続され、前記光源部に前記
電圧を提供する少なくとも一つの電源ラインと、
　前記絶縁部材の下面に具備され、前記光源部と電気的に接続され、前記光源部を接地す
る接地部材とを含むことを特徴とする発光ユニット。
【請求項２】
　前記光源部と前記接地部材とを電気的に接続する接続ラインをさらに含むことを特徴と
する請求項１に記載の発光ユニット。
【請求項３】
　前記絶縁部材は一部分が除去されて前記接地部材を部分的に露出するビアホールが形成
され、
　前記接続ラインは前記ビアホールを通じて前記接地部材と接続されることを特徴とする
請求項２に記載の発光ユニット。
【請求項４】
　前記光源部は互いに直列に接続された複数の光源を含み、前記電源ラインは前記複数の
光源のうちのいずれか一つの光源と電気的に接続することを特徴とする請求項１に記載の
発光ユニット。
【請求項５】
　前記接地部材は前記複数の光源のうちのいずれか一つの光源と電気的に接続されること
を特徴とする請求項４に記載の発光ユニット。
【請求項６】
　前記光源は発光ダイオードであることを特徴とする請求項４に記載の発光ユニット。
【請求項７】
　前記電源ラインに接続され、前記光源部に入力される入力電流が提供されて前記光源部
の電流を制御する補償部をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の発光ユニット。
【請求項８】
　前記絶縁部材の上面には複数の光源部及び前記複数の光源部とそれぞれ電気的に接続さ
れた複数の電源ラインが具備され、
　前記複数の光源部は前記接地部材と電気的に接続されることを特徴とする請求項１に記
載の発光ユニット。
【請求項９】
　前記接地部材はプレート形状を有することを特徴とする請求項８に記載の発光ユニット
。
【請求項１０】
　前記絶縁部材と前記接地部材との間に介在されて前記絶縁部材を前記接地部材に付着す
る接着部材をさらに含むことを特徴とする請求項９に記載の発光ユニット。
【請求項１１】
　前記絶縁部材に実装され、外部装置及び前記電源ラインと電気的に接続され、前記外部
装置から受信された前記光源部を制御するための制御信号を前記電源ラインに送るコネク
タをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の発光ユニット。
【請求項１２】
　光の経路を変更して出射する導光板と、
　絶縁部材、前記絶縁部材の上面に実装されて前記導光板の一側に具備され、電圧が提供
されて前記光を発生する少なくとも一つの光源部、前記絶縁部材の上面に形成されて、前
記光源部と電気的に接続され、前記光源部に前記電圧を提供する少なくとも１つの電源ラ
イン、及び前記絶縁部材の下面に具備され、前記光源部と電気的に接続されて、前記光源
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部を接地する接地部材を具備する発光ユニットとを含むことを特徴とするバックライトア
センブリ。
【請求項１３】
　前記絶縁部材は一部分が除去され、前記接地部材を部分的に露出するビアホールが形成
され、
　前記発光ユニットは、前記光源部と電気的に接続され、前記ビアホールを通じて前記接
地部材と接続される接続ラインをさらに含むことを特徴とする請求項１２に記載のバック
ライトアセンブリ。
【請求項１４】
　前記発光ユニットは、
　前記電源ラインに接続され、前記光源部に入力される入力電流が提供されて前記光源部
の電流を制御する補償部をさらに含むことを特徴とする請求項１２に記載のバックライト
アセンブリ。
【請求項１５】
　前記発光ユニットは、
　前記絶縁部材に実装され、外部装置及び前記電源ラインと電気的に接続され、前記外部
装置から受信された前記光源部を制御するための制御信号を前記電源ラインに送るコネク
タをさらに含むことを特徴とする請求項１２に記載のバックライトアセンブリ。
【請求項１６】
　前記接地部材は、
　前記絶縁部材が安着される底面と、
　前記導光板を収納する収納空間を形成するために前記底面から延長された側壁を含むこ
とを特徴とする請求項１２に記載のバックライトアセンブリ
【請求項１７】
　前記接地部材の下に具備され、前記接地部材をカバーする金属材質からなるカバー部材
をさらに含むことを特徴とする請求項１２に記載のバックライトアセンブリ。
【請求項１８】
　光を発生する発光ユニットと、
　前記発光ユニットの上部に具備され、前記光の特性を向上させて出射する光学シーツと
、を含み、
　前記発光ユニットは、
　絶縁部材と、
　前記絶縁部材の上面に実装され、電圧が提供されて前記光を発生する少なくとも１つの
光源部と、
　前記絶縁部材の上面に形成され、前記光源部と電気的に接続され、前記光源部に前記電
圧を提供する少なくとも１つの電源ラインと、
　前記絶縁部材の下面に具備され、前記光源部と電気的に接続され、前記光源部を接地す
る接地部材とを含むことを特徴とするバックライトアセンブリ。
【請求項１９】
　前記絶縁部材は一部分が除去されて、前記接地部材を部分的に露出するビアホールが形
成され、
　前記発光ユニットは、前記光源部と電気的に接続され、前記ビアホールを通じて前記接
地部材と接続される接続ラインをさらに含むことを特徴とする請求項１８に記載のバック
ライトアセンブリ。
【請求項２０】
　前記発光ユニットは、
　前記電源ラインに接続され、前記光源部に入力される入力電流が提供されて前記光源部
の電流を制御する補償部をさらに含むことを特徴とする請求項１８に記載のバックライト
アセンブリ。
【請求項２１】
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　前記発光ユニットは、
　前記絶縁部材に実装され、外部装置及び前記電源ラインと電気的に接続され、前記外部
装置から受信された前記光源部を制御するための制御信号を前記電源ラインに送るコネク
タをさらに含むことを特徴とする請求項１８に記載のバックライトアセンブリ。
【請求項２２】
　前記接地部材の下に具備され、前記接地部材をカバーする金属材質からなるカバー部材
をさらに含むことを特徴とする請求項１８に記載のバックライトアセンブリ。
【請求項２３】
　前記光源部は複数の発光ダイオードを含むことを特徴とする請求項１８に記載のバック
ライトアセンブリ。
【請求項２４】
　前記絶縁部材の上面に具備され、前記光源部に対応して前記光源部を挿入する挿入ホー
ルが形成され、前記光源部からの光を反射する反射部材をさらに含むことを特徴とする請
求項２３に記載のバックライトアセンブリ。
【請求項２５】
　光を利用して映像信号に対応する映像を表示する表示パネルと前記映像信号を前記表示
パネルに提供する駆動回路部を含む表示パネルアセンブリと、
　前記表示パネルの下に具備され、前記表示パネルに前記光を提供する発光ユニットと、
を含み、
　前記発光ユニットは、
　絶縁部材と、
　前記絶縁部材の上面に実装され、電圧が提供されて前記光を発生する少なくとも１つの
光源部と、
　前記絶縁部材の上面に形成され、前記光源部と電気的に接続され、前記光源部に前記電
圧を提供する少なくとも１つの電源ラインと、
　前記絶縁部材の下面に具備され、前記光源部と電気的に接続され、前記光源部を接地す
る接地部材とを含むことを特徴とする表示装置。
【請求項２６】
　前記発光ユニットは、
　前記絶縁部材に実装され、外部装置及び前記電源ラインと電気的に接続され、前記外部
装置から受信された前記光源部を制御するための制御信号を前記電源ラインに送るコネク
タをさらに含むことを特徴とする請求項２５に記載の表示装置。
【請求項２７】
　前記駆動回路部と前記コネクタとを電気的に接続して前記駆動回路部から出力された前
記制御信号を前記コネクタに提供するケーブルをさらに含むことを特徴とする請求項２６
に記載の表示装置。
【請求項２８】
　前記絶縁部材は一部分が除去されて、前記接地部材を部分的に露出するビアホールが形
成され、
　前記発光ユニットは、前記光源部と電気的に接続され、前記ビアホールを通じて前記接
地部材と接続される接続ラインをさらに含むことを特徴とする請求項２５に記載の表示装
置。
【請求項２９】
　前記発光ユニットは、
　前記電源ラインに接続され、前記光源部に入力される入力電流が提供されて前記光源部
の電流を制御する補償部をさらに含むことを特徴とする請求項２５に記載の表示装置。
【請求項３０】
　前記接地部材の下に具備されて、前記接地部材をカバーする金属材質からなるカバー部
材をさらに含むことを特徴とする請求項２５に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は発光ユニット、これを有するバックライトアセンブリ及び表示装置に関し、さ
らに詳細には全体の大きさを減少させることができる発光ユニット、これを有するバック
ライトアセンブリ及び表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、表示装置は情報処理装置で処理されたデータを肉眼で確認することができる
映像に変更して表示する。液晶表示装置はこのような表示装置の一つとして、液晶（Ｌｉ
ｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）の電気的特性及び光学的特性を利用して映像を表示する平板
表示装置である。特に、液晶表示装置は他の表示装置に比べて薄く、かつ軽くて、低い駆
動電圧及び消費電力を有するという長所があって、産業全般にわたって広く用いられてい
る。
【０００３】
　一般的に、液晶表示装置は２つの表示基板とその間に介在された液晶層からなる液晶表
示パネル及び液晶表示パネルに光を提供するバックライトアセンブリとを含む。
【０００４】
　バックライトアセンブリは冷陰極蛍光ランプ（Ｃｏｌｄ　Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｆｌｕｏｒ
ｅｓｃｅｎｔ　Ｌａｍｐ:ＣＣＦＬ）、平板蛍光ランプ（Ｆｌａｔ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅ
ｎｔ　Ｌａｍｐ:ＦＦＬ）などの白色光を発生する光源を主に用いていた。しかし、最近
では消費電力を減らし、色再現性の向上のために発光ダイオードを光源として用いるバッ
クライトアセンブリに対する開発が行なわれている。
【０００５】
　一般的に、発光ダイオードは軟性回路基板に実装されて導光板の一側に具備される。軟
性回路基板の上面には発光ダイオードに電圧を供給する電源ラインと発光ダイオードを接
地させる接地ラインが形成される。平面上で見た時、電源ラインと接地ラインは発光ダイ
オードを間に置いて上部と下部にそれぞれ位置する。これによって、軟性回路基板は電源
ラインと接地ラインとを形成することができる空間を十分に確保するために電源ラインと
接地ラインの個数に応じてその幅が増加する。特に、下記特許文献１に示すように、軟性
回路基板は映像が表示されない液晶表示装置のベゼル部分に位置するため、ベゼルの幅を
減少させるのには限界がある。
【特許文献１】特開２００１－５１６１９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は幅を最小化して全体の大きさを減少させることができる発光ユニットを
提供することにある。
【０００７】
　また、本発明の目的は、上述した発光ユニットを具備するバックライトアセンブリを提
供することにある。
【０００８】
　さらに、本発明の目的は、上述したバックライトアセンブリを具備する表示装置を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記本発明の目的を実現するための一つの特徴による発光ユニットは、絶縁部材、光源
部、電源ライン及び接地部材からなる。
【００１０】
　光源部は前記絶縁部材の上面に実装され、電圧が提供されて光を発生する。電源ライン
は前記絶縁部材の上面に形成されて、前記光源部と電気的に接続され、前記光源部に前記
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電圧を提供する。光源部は前記絶縁部材の下面に具備され、前記光源部と電気的に接続さ
れて前記光源部を接地する。
【００１１】
　また、発光ユニットは前記光源部と前記接地部材とを電気的に接続する接続ラインをさ
らに含むことができる。ここで、前記絶縁部材は一部分が除去されて、前記接地部材を部
分的に露出するビアホールが形成され、前記接続ラインは前記ビアホールを通じて前記接
地部材と接続される。
【００１２】
　一方、前記光源部は互いに直列に接続された複数の光源を含み、複数の光源は発光ダイ
オードからなる。前記電源ラインは前記複数の光源のうちのいずれか一つの光源と電気的
に接続され、前記接地部材は前記複数の光源のうちのいずれか一つの光源と電気的に接続
される。
【００１３】
　発光ユニットは前記絶縁部材に実装され、外部装置及び前記電源ラインと電気的に接続
され、前記外部装置から受信された前記光源部を制御するための制御信号を前記電源ライ
ンに送るコネクタをさらに含むことができる。
【００１４】
　また、上記した本発明の目的を実現するための一つの特徴によるバックライトアセンブ
リは、導光板及び発光ユニットからなる。
【００１５】
　導光板は発光ユニットからの光の経路を変更して出射する。発光ユニットは絶縁部材、
光源部、電源ライン及び接地部材を具備する。光源部は前記絶縁部材の上面に実装されて
、前記導光板の一側に具備され、電圧が提供されて前記光を発生する。電源ラインは前記
絶縁部材の上面に形成されて、前記光源部と電気的に接続され、前記光源部に前記電圧を
提供する。接地部材は前記絶縁部材の下面に具備され、前記光源部と電気的に接続されて
前記光源部を接地する。
【００１６】
　また、上記した本発明の目的を実現するためのさらに他の特徴によるバックライトアセ
ンブリは、発光ユニット及び光学シーツからなる。
【００１７】
　発光ユニットは絶縁部材、光源部、電源ライン及び接地部材を含む。光源部は前記絶縁
部材の上面に実装され、電圧が提供されて光を発生する。電源ラインは前記絶縁部材の上
面に形成され、前記光源部と電気的に接続され、前記光源部に前記電圧を提供する。接地
部材は前記絶縁部材の下面に具備され、前記光源部と電気的に接続されて前記光源部を接
地する。一方、光学シーツは前記発光ユニットの上部に具備され、前記光の特性を向上さ
せて出射する。
【００１８】
　また、上記した本発明の目的を実現するための一つの特徴による表示装置は、表示パネ
ルアセンブリ及び発光ユニットからなる。
【００１９】
　表示パネルアセンブリは光を利用して映像信号に対応する映像を表示する表示パネルと
前記映像信号を前記表示パネルに提供する駆動回路部からなる。発光ユニットは前記表示
パネルの下に具備され、前記表示パネルに前記光を提供する。具体的には、前記発光ユニ
ットは、絶縁部材、光源部、電源ライン及び接地部材からなる。光源部は前記絶縁部材の
上面に実装され、電圧が提供されて光を発生する。電源ラインは前記絶縁部材の上面に形
成され、前記光源部と電気的に接続され、前記光源部に前記電圧を提供する。接地部材は
前記絶縁部材の下面に具備され、前記光源部と電気的に接続され、前記光源部を接地する
。
【００２０】
　このような発光ユニット、これを有するバックライトアセンブリ及び表示装置によると
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、電源ラインと接地部材とを互いに異なる層に形成して発光ユニットの幅を減少させるこ
とができる。これによって、表示装置において、発光ユニットが具備される部分の幅を減
少させることができるため、表示パネルの大きさをそのまま維持しながら全体の大きさを
減少させることができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、発光ユニットは光源部が実装された絶縁部材の下に接地部材を具備す
る。これによって、絶縁部材の上面に光源部を接地するための接地ラインを形成する必要
がなくて、発光ユニットの全体の幅が減少し、液晶表示装置のベゼル領域の幅が減少する
。したがって、液晶表示装置は液晶表示パネルの大きさをそのまま維持しながら、全体の
大きさを減少させることができる。
【００２２】
　また、発光ユニットの接地部材はプレート形状を有するため、光源部から発生された熱
を迅速に外部に放出する。これによって、液晶表示装置の内部温度を均一に維持すること
ができる。
【００２３】
　また、従来の接地ラインが除去された空間に光源部をさらに実装することができるため
、発光ユニットの輝度が向上し、液晶表示装置の表示特性が向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、添付した図を参照して、本発明をより詳細に説明する。
【００２５】
　図１は本発明の一実施形態に係る発光ユニットを示した分解斜視図であり、図２は図１
の発光ユニットを示した平面図である。
【００２６】
　図１及び図２を参照すると、発光ユニット１００はベースフィルム１１０、複数の光源
部１２０、前記複数の光源部１２０と接続されたた複数の電源ライン１３１、及び接地部
材１４０を含む。
【００２７】
　前記ベースフィルム１１０はポリイミド（Ｐｏｌｙ　Ｉｍｉｄｅ）のような絶縁物質か
らなる。
【００２８】
　前記ベースフィルム１１０の上面には外部から電圧が提供されて光を発生する前記複数
の光源部１２０が実装される。前記複数の光源部１２０は第１乃至第ｎの光源部１２０＿
１、１２０＿２、．．．、１２０＿ｎからなり、前記第１乃至第ｎ光源部１２０＿１、１
２０＿２、．．．、１２０＿ｎは所定の距離離隔されて位置する。ここで、ｎは１以上の
自然数である。
【００２９】
　この実施形態において、前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１２０＿２、．．．、
１２０＿ｎは同じ構造を有する。したがって、以下、前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿
１、１２０＿２、．．．、１２０＿ｎの構造に対する具体的な説明において前記第１光源
部１２０＿１を一例にして説明する。
【００３０】
　図３は図２の第１光源部を具体的に示した平面図であり、図４は図３の切断線Ｉ－Ｉ'
に沿って切断した断面図である。
【００３１】
　図３及び図４を参照すると、前記第１光源部１２０＿１は第１乃至第４の光源１２０＿
１ａ、１２０＿１ｂ、１２０＿１ｃ、１２０＿１ｄからなる。
【００３２】
　この実施形態において、前記第１の光源部１２０＿１は４つの光源１２０＿１ａ、１２
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０＿１ｂ、１２０＿１ｃ、１２０＿１ｄからなり、前記光源の個数は増加させたり、減少
させたりすることもできる。
【００３３】
　具体的に、前記第１乃至第４の光源１２０＿１ａ、１２０＿１ｂ、１２０＿１ｃ、１２
０＿１ｄは順次に配置され、発光ダイオードからなる。前記第１乃至第４の光源１２０＿
１ａ、１２０＿１ｂ、１２０＿１ｃ、１２０＿１ｄは第１乃至第３サブ接続ラインＳＬ１
、ＳＬ２、ＳＬ３によって互いに直列接続され、導電部材１５０によって前記ベースフィ
ルム１１０に実装される。ここで、前記導電部材１５０は異方性導電フィルム（Ａｎｉｓ
ｏｔｒｏｐｉｃ　Ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　Ｆｉｌｍ:以下、ＡＣＦ）またはソルダリング
部材からなる。前記ソルダリング部材は熱と圧力とを利用したソルダリング工程を通じて
前記第１の光源１２０＿１ａを前記ベースフィルム１１０に付着する。
【００３４】
　図２及び図３を参照すると、前記複数の電源ライン１３１は第１乃至第ｎの電源ライン
１３１＿１、１３１＿２、．．．、１３１＿ｎからなる。ここで、前記電源ライン１３１
は前記光源部１２０と同じ個数で形成される。
【００３５】
　前記第１乃至第ｎの電源ライン１３１＿１、１３１＿２、．．．、１３１＿ｎは前記第
１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１２０＿２、．．．、１２０＿ｎとそれぞれ対応するよ
うに接続され、外部から印加された電圧を前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１２０
＿２、．．．、１２０＿ｎに提供する。
【００３６】
　この実施形態において、前記第１乃至第ｎの電源ライン１３１＿１、１３１＿２、．．
．、１３１＿ｎと前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１２０＿２、．．．、１２０＿
ｎ間のそれぞれの接続関係は互いに同一である。したがって、以下、前記第１乃至第ｎの
電源ライン１３１＿１、１３１＿２、．．．、１３１＿ｎと前記第１乃至第ｎの光源部１
２０＿１、１２０＿２、．．．、１２０＿ｎ間の接続関係に対する具体的な説明において
、前記第１の光源部１２０＿１と前記第１の電源ライン１３１＿１間の接続関係を一例に
して説明する。
【００３７】
　具体的には、前記第１の電源ライン１３１＿１は前記第１の光源部１２０＿１の第１の
光源１２１－１ａと電気的に接続され、前記第１の光源部１２０＿１の第２乃至第４の光
源１２０＿１ｂ、１２０＿１ｃ、１２０＿１ｄは前記第１乃至第３のサブ接続ラインＳＬ
１、ＳＬ２、ＳＬ３を通じて前記電圧が印加される。
【００３８】
　前記第１の電源ライン１３１＿１と同様に、前記第２乃至第ｎの電源ライン１３１＿２
、．．．、１３１＿ｎは互いに対応する前記第２乃至第ｎの光源部１２０＿２、．．．、
１２０＿ｎの各第１光源と電気的に接続される。
【００３９】
　一方、前記ベースフィルム１１０の下面には前記接地部材１４０が具備される。前記接
地部材１４０は柔軟な金属材質からなり、前記複数の光源部１２０と電気的に接続されて
、前記複数の光源部１２０を接地する。本発明の一例として、前記接地部材１４０はプレ
ート形状を有し、前記ベースフィルム１１０の下面を大部分カバーする。しかし、前記接
地部材１４０は前記ベースフィルム１１０の下面を一部分のみをカバーすることもでき、
導線で形成されることもできる。
【００４０】
　このように、前記接地部材１４０は前記ベースフィルム１１０の下面に具備されるため
、前記ベースフィルム１１０の上面に接地ラインが具備される従来よりも前記ベースフィ
ルム１１０の幅Ｗ１（図２参照）を減少させることができる。また、前記接地部材１４０
は前記ベースフィルム１１０の下面を大部分カバーするため、前記発光ユニット１００か
ら発生された熱を迅速に放出することができる。
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【００４１】
　前記発光ユニット１００は前記ベースフィルム１１０に前記接地部材１４０を付着する
接着部材１６０をさらに含む。前記接着部材１６０は前記ベースフィルム１１０と前記接
地部材１４０との間に介在され、ＡＣＦのような導電性接着物質からなる。
【００４２】
　また、前記発光ユニット１００は前記接地部材１４０と前記複数の光源部１２０とを電
気的に接続する第１乃至第ｎの接続ライン１３２＿１、１３２＿２、．．．、１３２＿ｎ
をさらに含む。
【００４３】
　前記第１乃至第ｎの接続ライン１３２＿１、１３２＿２、．．．、１３２＿ｎは前記第
１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１２０＿２、．．．、１２０＿ｎとそれぞれ対応して接
続される。
【００４４】
　図２及び４を参照すると、前記第１の接続ライン１３２＿１は前記第１の光源部１２０
＿１の最後の光源１２０＿１ｄと電気的に接続される。本発明の一例として、前記第１の
接続ライン１３２＿１は前記第１の光源部１２０＿１の第４の光源１２０＿１ｄと電気的
に接続される。
【００４５】
　同様に、前記第２乃至第ｎの接続ライン１３２＿２、．．．、１３２＿ｎは前記第２乃
至第ｎの光源部１２０＿２、．．．、１２０＿ｎの各最後の光源と電気的に接続される。
【００４６】
　前記ベースフィルム１１０には前記接着部材１６０を部分的に露出する複数の第１乃至
第ｎのビアホール１１１＿１、１１１＿２、．．．、１１１＿ｎが形成される。前記第１
乃至第ｎの接続ライン１３２＿１、１３２＿２、．．．、１３２＿ｎは第１乃至第ｎのビ
アホール１１１＿１、１１１＿２、．．．、１１１＿ｎを通じて前記接着部材１４０と電
気的に接続され、これによって、前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１２０＿２、．
．．、１２０＿ｎと前記接地部材１４０が電気的に接続される。
【００４７】
　一方、複数の配線１３１＿１、１３１＿２、．．．、１３１＿ｎ、１３２＿１、１３２
＿２、．．．、１３２＿ｎが形成された前記ベースフィルム１１０の上面には保護部材１
７０がさらに具備される。前記保護部材１７０は前記ベースフィルム１１０の上面をカバ
ーして前記複数の配線１３１＿１、１３１＿２、．．．、１３１＿ｎ、１３２＿１、１３
２＿２、．．．、１３２＿ｎを保護する。前記保護部材１７０は一部分が除去され、前記
複数の配線１３１＿１、１３１＿２、．．．、１３１＿ｎ、１３２＿１、１３２＿２、．
．．、１３２＿ｎの各パッド部を露出する。
【００４８】
　また、前記発光ユニット１００は前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１２０＿２、
．．．、１２０＿３の光源それぞれの電圧を制御する補償部１８０をさらに含む。前記補
償部１８０は前記第１乃至第ｎの電源ライン１３１＿１、１３１＿２、．．．、１３１＿
ｎと電気的に接続され、外部装置から前記電圧を印加する複数の外部ライン１３３と電気
的に接続される。前記複数の外部ライン１３３は前記ベースフィルム１１０の上面に形成
され、第１乃至第ｎの外部ライン１３３＿１、１３３＿２、．．．、１３３＿ｎからなる
。
【００４９】
　第１乃至第ｎの外部ライン１３３＿１、１３３＿２、．．．、１３３＿ｎは複数のフィ
ードバックライン１３４を通じて前記第１乃至第ｎの電源ライン１３１＿１、１３１＿２
、．．．、１３１＿ｎと電気的に接続される。前記複数のフィードバックライン１３４は
前記第１乃至第ｎのフィードバックライン１３４＿１、１３４＿２、．．．、１３４＿ｎ
からなり、前記第１乃至第ｎのフィードバックライン１３４＿１、１３４＿２、．．．、
１３４＿ｎは前記第１乃至第ｎの電源ライン１３１＿１、１３１＿２、．．．、１３１＿
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ｎとそれぞれ電気的に接続される。
【００５０】
　以下、図５を参照して前記補償部１８０において前記複数の光源部１２０の電流を制御
する方法を具体的に説明する。
【００５１】
　図５は図２に示した補償部と光源部間の接続関係を示した回路図である。
【００５２】
　図２及び図５を参照すると、前記第１乃至第ｎのフィードバックライン１３４＿１、１
３４＿２、．．．、１３４＿ｎは、前記第１乃至第ｎの電源ライン１３１＿１、１３１＿
２、．．．、１３１＿ｎと接続され、前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１２０＿２
、．．．、１２０＿ｎの各第１光源１２０＿１ａ、１２０＿２ａ、．．．、１２０＿ｎａ
に入力される入力電流が印加される。前記補償部１８０は、前記前記第１乃至第ｎのフィ
ードバックライン１３４＿１、１３４＿２、．．．、１３４＿ｎと前記第１乃至第ｎの外
部ライン１３３＿１、１３３＿２、．．．、１３３＿ｎを通じて前記各第１光源１２０＿
１ａ、１２０＿２ａ、．．．、１２０＿ｎａの入力電流がフィードバックされて前記第１
乃至第ｎの光源部１２０＿１、１２０＿２、．．．、１２０＿ｎそれぞれに対して前記入
力電流を調節し、調節された入力電流を前記第１乃至第ｎの電源ライン１３１＿１、１３
１＿２、．．．、１３１＿ｎに提供する。
【００５３】
　このように、前記補償部１８０は前記第１乃至第ｎの電源ライン１３１＿１、１３１＿
２、．．．、１３１＿ｎと電気的に接続されて、前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、
１２０＿２、．．．、１２０＿ｎにそれぞれ供給される入力電流がフィードバックされる
。これによって、前記補償部１８０は前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１２０＿２
、．．．、１２０＿ｎの各入力電流を利用して前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１
２０＿２、．．．、１２０＿ｎの各電流を制御することができる。
【００５４】
　図６は本発明の他の実施形態に係る発光ユニットを示した分解斜視図であり、図７は図
６の発光ユニットを示した平面図である。
【００５５】
　図６及び図７を参照すると、図６に示した発光ユニット２００は絶縁部材２１０及び接
地部材２２０を除いては図１に示した発光ユニット１００と同じ構成を有する。したがっ
て、図１に示した発光ユニット１００と同じ構成要素に対しては参照番号を併記し、それ
に対する重複された説明は略する。
【００５６】
　前記発光ユニット２００は前記絶縁部材２１０、前記接地部材２２０、複数の光源部１
２０及び複数の電源ライン１３１を含む。
【００５７】
　前記絶縁部材２１０はポリイミドのような絶縁物質からなり、前記接地部材２２０の上
面に形成される。前記絶縁部材２１０は絶縁性フィルム材質からなるか、前記接地部材２
２０の上面に前記絶縁物質を塗布する方式で形成されることもできる。
【００５８】
　前記複数の光源部１２０は前記絶縁部材２１０の上面に実装され、電源から電圧が印加
されて光を発生する。前記複数の光源部１２０は互いに所定の距離離隔された第１乃至第
ｎの光源部１２０＿１、１２０＿２、．．．、１２０＿ｎからなる。ここで、ｎは１以上
の自然数である。
【００５９】
　この実施形態において、前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１２０＿２、．．．、
１２０＿ｎは同じ構造を有する。したがって、以下、前記第１光源部１２０＿１を一例に
して前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１２０＿２、．．．、１２０＿ｎの各構造に
対して具体的に説明する。
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【００６０】
　図８は図７の第１光源部を示した断面図である。
【００６１】
　図７及び図８を参照すると、前記第１光源部１２０＿１は互いに直列接続された第１乃
至第４の光源１２０＿１ａ、１２０＿１ｂ、１２０＿１ｃ、１２０＿１ｄからなる。
【００６２】
　この実施形態において、前記第１光源部１２０＿１は４つの光源１２０＿１ａ、１２０
＿１ｂ、１２０＿１ｃ、１２０＿１ｄからなるが、前記光源の個数は増加させたり、また
は減少させたりすることもできる。
【００６３】
　前記第１乃至第４の光源１２０＿１ａ、１２０＿１ｂ、１２０＿１ｃ、１２０＿１ｄは
第１乃至第３のサブ接続ラインＳＬ１、ＳＬ２、ＳＬ３により互いに直列接続され、導電
部材１５０により前記絶縁部材２１０に実装される。
【００６４】
　前記複数の電源ライン１３１は第１乃至第ｎの電源ライン１３１＿１、１３１＿２、．
．．、１３１＿ｎからなる。前記第１乃至第ｎの電源ライン１３１＿１、１３１＿２、．
．．、１３１＿ｎは前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１２０＿２、．．．、１２０
＿ｎとそれぞれ対応するように接続され、前記電圧を前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿
１、１２０＿２、．．．、１２０＿ｎにそれぞれ印加する。
【００６５】
　具体的には、前記第１の電源ライン１３１＿１は前記第１の光源部１２０＿１の第１の
光源１２１－１ａと電気的に接続され、前記第１の光源部１２０＿１の第２乃至第４の光
源１２０＿１ｂ、１２０＿１ｃ、１２０＿１ｄは前記第１乃至第３のサブ接続ラインＳＬ
１、ＳＬ２、ＳＬ３を通じて前記電圧が印加される。
【００６６】
　前記第１の電源ライン１３１＿１と同様に、前記第２乃至第ｎの電源ライン１３１＿２
、．．．、１３１＿ｎは互いに対応する前記第２乃至第ｎの光源部１２０＿２、．．．、
１２０＿ｎの各第１光源と電気的に接続される。
【００６７】
　一方、前記接地部材２２０は堅固な金属材質からなり、前記第１乃至第ｎの光源部１２
０＿１、１２０＿２、．．．、１２０＿ｎを接地する。
【００６８】
　具体的には、前記接地部材２２０は前記絶縁部材２１０が安着される底面２２１及び所
定の収納空間を形成するために前記底面２２１の一端部から延長された側壁２２２を含む
。
【００６９】
　一方、前記発光ユニット２００は前記絶縁部材２１０の上面に形成された第１乃至第ｎ
の接続ライン１３２＿１、１３２＿２、．．．、１３２＿ｎと前記底面２２１と前記絶縁
部材２１０との間に介在された接着部材２４０をさらに含む。
【００７０】
　具体的には、前記第１乃至第ｎの接続ライン１３２＿１、１３２＿２、．．．、１３２
＿ｎは前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１２０＿２、．．．、１２０＿ｎと前記接
地部材２２０とを電気的に接続する。前記接着部材２４０は前記ＡＣＦのような導電性接
着物質からなり、前記絶縁部材２１０を前記接地部材２２０の前記底面２２１に固定する
。
【００７１】
　前記絶縁部材２１０には前記接着部材２４０を部分的に露出する複数の第１乃至第ｎの
ビアホール２１１＿１、２１１＿２、．．．、２１１＿ｎが形成される。前記第１乃至第
ｎの接続ライン１３２＿１、１３２＿２、．．．、１３２＿ｎは第１乃至第ｎのビアホー
ル２１１＿１、２１１＿２、．．．、２１１＿ｎを通じて前記接着部材２４０と電気的に
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接続され、これによって、前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１２０＿２、．．．、
１２０＿ｎと前記接地部材２２０が電気的に接続される。
【００７２】
　このように、前記接地部材２２０は前記絶縁部材２１０の下に具備されるため、前記絶
縁部材２１０の上面に接地ラインが具備される従来よりも前記絶縁部材２１０の幅Ｗ２（
図７参照）を減少させることができ、前記発光ユニット２００から発生された熱を迅速に
放出することができる。
【００７３】
　一方、前記発光ユニット２００は前記絶縁部材２１０の上部に形成され、前記複数の配
線１３１＿１、１３１＿２、．．．、１３１＿ｎ、１３２＿１、１３２＿２、．．．、１
３２＿ｎを保護するための保護部材１７０をさらに含む。
【００７４】
　また、前記発光ユニット２００は外部装置と接続されて、前記電圧が提供されるコネク
タ２５０をさらに含む。前記コネクタ２５０は前記第１乃至第ｎの電源ライン１３１＿１
、１３１＿２、．．．、１３１＿ｎと電気的に接続され、前記電圧を前記第１乃至第ｎの
電源ライン１３１＿１、１３１＿２、．．．、１３１＿ｎに印加する。
【００７５】
　このように、前記発光ユニット２００は堅固な金属材質の前記接地部材２２０を具備す
るため、前記コネクタ２５０を前記絶縁部材２１０に実装することができ、前記発光ユニ
ット２００は前記コネクタ２５０及び前記外部装置と接続されるケーブル（図示せず）を
利用して前記外部装置と電気的に接続される。これによって、前記発光ユニット２００は
前記外部装置と接続するための導線と前記絶縁部材２１０の長さを延長する必要がなくな
り、製造原価を節減することができる。
【００７６】
　前記発光ユニット２００は補償部１８０、第１乃至第ｎの外部ライン２３１＿１、２３
１＿２、．．．、２３１＿ｎ、及び第１乃至第ｎのフィードバックライン１３４＿１、１
３４＿２、．．．、１３４＿ｎをさらに含む。
【００７７】
　前記補償部１８０は前記第１乃至第ｎの電源ライン１３１＿１、１３１＿２、．．．、
１３１＿ｎ及び前記第１乃至第ｎの外部ライン２３１＿１、２３１＿２、．．．、２３１
＿ｎと電気的に接続される。前記第１乃至第ｎの外部ライン２３１＿１、２３１＿２、．
．．、２３１＿ｎは前記コネクタ２５０と電気的に接続され、前記コネクタ２５０から印
加された前記電圧を前記補償部１８０に提供する。前記第１乃至第ｎのフィードバックラ
イン１３４＿１、１３４＿２、．．．、１３４＿ｎは前記第１乃至第ｎの電源ライン１３
１＿１、１３１＿２、．．．、１３１＿ｎ及び前記第１乃至第ｎの外部ライン２３１＿１
、２３１＿２、．．．、２３１＿ｎと電気的に接続され、前記補償部１８０は、前記第１
乃至第ｎのフィードバックライン１３４＿１、１３４＿２、．．．、１３４＿ｎを通じて
前記複数の光源部１２０にそれぞれ入力される入力電流がフィードバックされる。
【００７８】
　前記補償部１８０はフィードバックされた第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１２０＿
２、．．．、１２０＿ｎの入力電流を利用して前記第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、１
２０＿２、．．．、１２０＿ｎの電流をそれぞれ制御する。
【００７９】
　図９は本発明のさらに他の実施形態に係る発光ユニットを示した分解斜視図であり、図
１０は図９の発光ユニットを示した断面図である。
【００８０】
　図９及び図１０を参照すれば、発光ユニット３００は絶縁部材３１０、複数の光源部、
複数の電源ライン及び接地部材３４０を含む。
【００８１】
　前記絶縁部材３１０はポリイミドのような絶縁物質からなり、前記接地部材３４０の上
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部に具備される。
【００８２】
　前記複数の光源部及び前記電源ラインは前記絶縁部材３１０の上面に形成される。すな
わち、前記複数の光源部はマトリックス形態に配置され、互いに所定の距離離隔される。
【００８３】
　各光源部３２０は互いに直列接続されたた第１乃至第４の光源３２１、３２２、３２３
、３２４からなる。この実施形態において、前記光源部３２０は４つの光源からなるが、
前記光源の個数は増加させたり、または、減少させたりすることもできる。
【００８４】
　前記第１乃至第４の光源３２１、３２２、３２３、３２４は点光源、例えば、発光ダイ
オードからなり、導電部材３６０によって前記絶縁部材３１０に実装される。本発明の一
例として、前記第１乃至第４の光源３２１、３２２、３２３、３２４は白色光を出射する
発光ダイオードからなる。
【００８５】
　前記複数の電源ラインは前記複数の光源部とそれぞれ対応するように接続される。すな
わち、各電源ライン３３０は前記光源部３２０と電気的に接続され、前記外部から前記電
圧を受信して前記光源部３２０に提供する。本発明に一例として、前記複数の電源ライン
は前記複数の光源部の第１光源とそれぞれ電気的に接続される。
【００８６】
　前記絶縁部材３１０の下には前記接地部材３４０が具備される。前記接地部材３４０は
前記複数の光源部３２０と電気的に接続され、前記複数の光源部３２０を接地する。
【００８７】
　前記発光ユニット３００は前記絶縁部材３１０と前記複数の光源部とを接続する複数の
接続ライン及び前記絶縁部材３１０を前記接地部材３４０に付着する接着部材３７０をさ
らに含む。各接続ライン３５０は前記絶縁部材３１０上面に形成され、前記接着部材３７
０は前記絶縁部材３１０と前記接地部材３４０との間に介在される。前記絶縁部材３１０
には前記接着部材３７０を部分的に露出する複数のビアホールが形成される。前記接続ラ
イン３５０はビアホール３１１を通じて前記接着部材３７０と電気的に接続される。前記
接着部材３７０はＡＣＦのような導電性接着物質からなり、前記複数の接続ラインと前記
接地部材３４０とを電気的に接続する。
【００８８】
　このように、前記発光ユニット３００は前記絶縁部材３１０の下に前記接地部材３４０
を具備するため、前記光源部３２０を接地するための接地ラインを前記絶縁部材３１０の
上面に形成する従来よりも余裕空間をさらに多く確保することができる。これによって、
より多くの光源部３２０を実装することができるため、前記発光ユニット３００の全体の
輝度を向上させることができる。
【００８９】
　前記発光ユニット３００は前記光源部３２０の電流を制御する複数の補償部をさらに含
む。この実施形態において、前記発光ユニット３００は複数の補償部を具備するが、１つ
の補償部を具備することもできる。
【００９０】
　各補償部３８０は所定個数の光源部と電気的に接続され、接続された光源部の電流を制
御する。本発明の一例として、前記補償部３８０は前記複数の光源の行単位に配置され、
その行に位置する光源部の電流を制御する。
【００９１】
　前記補償部３８０は前記電源ライン３３０と電気的に接続され、外部から前記電圧が入
力される外部ラインと電気的に接続される。各外部ライン３９０は、外部装置（図示せず
）と電気的に接続されて、前記電圧を受ける。電源ライン及び外部ラインはフィードバッ
クラインを通じてそれぞれ電気的に接続される。
【００９２】
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　各フィードバックライン３９０は前記電源ライン３３０及び前記外部ライン３９５と電
気的に接続され、前記光源部３２０に入力される入力電流を前記外部ライン３９５に提供
する。前記補償部３８０は、前記光源部３２０の入力電流を前記フィードバックライン３
９０を通じてフィードバックを受けて前記入力電流を調節し、調節された入力電流を前記
電源ライン３３０を通じて前記光源部３２０に提供する。
【００９３】
　図１１は本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を示した分解斜視図であり、図１２は
図１１の切断線ＩＩ－ＩＩ'に沿って切断した断面図である。
【００９４】
　図１１及び図１２を参照すると、液晶表示装置１０００ａはバックライトアセンブリ４
００及び表示パネルアセンブリ５００を含む。
【００９５】
　前記バックライトアセンブリ４００は発光ユニット１００（図１参照）、導光板４１０
、光学シーツ４２０、反射板４３０及び収納容器４４０を含む。
【００９６】
　この実施形態において、前記発光ユニット１００は図１乃至図５に示した発光ユニット
１００と同じ構成を有するため、参照番号を併記し、それに対する具体的な説明は略する
。
【００９７】
　前記発光ユニット１００は前記導光板４１０の一側に具備されて光を発生する。前記導
光板４１０は前記発光ユニット１００から入射された光の経路を変更して面光源形態で光
を出射する。この実施形態において、前記導光板４１０は前記発光ユニット１００と隣接
した端部から反対側に接近するほどその厚さが減る、いわゆるくさび形状を有する。しか
し、前記導光板４１０はその厚さが均一なフラット形状を有することもできる。前記導光
板４１０の厚さが均一な場合、前記バックライトアセンブリ４００は２つの発光ユニット
を具備し、前記２つの発光ユニットは前記導光板４１０の両側にそれぞれ具備される。
【００９８】
　前記光学シーツ４２０は前記導光板４１０の上部に具備されて、前記導光板４１０から
入射された光の特性、例えば、輝度の増加及び輝度均一性を向上させて出射する。このた
めに、前記光学シーツ４１０は前記導光板４１０からの光を集光するプリズムシーツ、光
を拡散する拡散シーツなどを具備することができる。前記反射板４３０は前記導光板４１
０の下に具備されて、前記導光板４１０から漏れた光を反射する。
【００９９】
　前記収納容器４４０は前記発光ユニット１００、前記導光板４１０、前記光学シーツ４
２０及び前記反射板４３０を収納する。前記収納容器４４０は底板４４１、前記底板４４
１から延長されて収納空間を形成する測板４４２を含む。前記底板４４１には前記導光板
４１０、前記光学シーツ４２０及び前記反射板４３０が安着され、前記測板４４２には前
記表示パネルアセンブリ５００が安着される。前記収納容器４４０は前記測板４４２の上
端部から延長されて前記表示パネルアセンブリ５００の位置をガイドするガイド部４４３
をさらに含む。
【０１００】
　一方、前記発光ユニット１００の第１乃至第ｎの光源部１２０＿１、．．．、１２０＿
ｎは前記収納容器４４０の測板４４２と前記導光板４１０との間に配置され、前記発光ユ
ニット１００のベースフィルム１１０は一端部が前記導光板４１０の下に具備される。前
記導光板４１０と前記ベースフィルム１１０との間には前記ベースフィルム１１０を前記
導光板４１０の下面に付着する固定部材４７０が介在される。
【０１０１】
　前記発光ユニット１００は接地部材１４０が前記ベースフィルム１１０の下に具備され
るため、前記発光ユニット１００の幅Ｗ１（図２参照）を最小化することができ、前記液
晶表示装置１０００ａの全体の大きさを減少させることができる。
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【０１０２】
　すなわち、前記液晶表示装置１０００ａは実質的に前記映像が表示される表示領域ＤＡ
及び前記表示領域ＤＡを囲んだベゼル領域ＢＡに区画され、前記ベゼル領域ＢＡには前記
映像が表示されない。前記発光ユニット１００はこのようなベゼル領域ＢＡに具備される
ため、前記発光ユニット１００の幅Ｗ１が減少すれば前記ベゼル領域ＢＡの幅が減少する
。これによって、前記液晶表示装置１０００ａは前記表示領域ＤＡの大きさはそのまま維
持し、全体の大きさを減少させることができる。
【０１０３】
　一方、前記バックライトアセンブリ４００は前記収納容器４４０の外側に具備されるバ
ックカバー４５０をさらに具備する。前記バックカバー４５０は前記発光ユニット１００
が安着される第１面４５１及び前記第１面４５１から延長されて前記収納容器４４０の測
板４４２を部分的にカバーする第２面４５２からなる。前記バックカバー４５０は金属材
質からなり、前記第１面４５１は前記発光ユニット１００の接地部材１４０と接するため
、前記発光ユニット１００から発生された熱を迅速に放出することができる。
【０１０４】
　また、前記バックカバー４５０の第１面４５１には結合ホール４５１ａ、４５１ｂが形
成される。前記バックカバー４５０は前記結合ホール４５１ａ、４５１ｂを貫通して前記
収納容器４４０に締結されるスクリュー４６０ａ、４６０ｂによって前記収納容器４４０
と結合する。
【０１０５】
　一方、前記バックライトアセンブリ４００の上部には前記パネルアセンブリ５００が具
備される。前記パネルアセンブリ５００は前記映像を表示する液晶表示パネル５１０、前
記液晶表示パネル５１０にデータ駆動信号を供給するデータ印刷回路基板５２０、前記液
晶表示パネル５１０にゲート駆動信号を供給するゲート印刷回路基板５３０、前記データ
印刷回路基板５２０と前記液晶表示パネル５１０とを電気的に接続するデータテープキャ
リアパッケージ（Ｔａｐｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｐａｃｋａｇｅ:以下、ＴＣＰ）５４０及
び前記ゲート印刷回路基板５３０と前記液晶表示パネル５１０を電気的に接続するゲート
ＴＣＰ５５０を含む。
【０１０６】
　一方、前記液晶表示装置１０００ａは前記液晶表示パネル５１０を前記収納容器４４０
に固定するトップシャーシ６００をさらに含む。前記トップシャーシ６００は前記液晶表
示パネル５１０の位置をガイドし、前記収納容器４４０と結合して前記液晶表示パネル５
１０を固定する。
【０１０７】
　図１３は本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置を示した断面図であり、図１４は図
１３に示した液晶表示装置の下面を示した平面図である。
【０１０８】
　図１３及び図１４を参照すると、液晶表示装置１０００ｂは発光ユニット２００及び図
１１に示したバックカバー４５０を除いては図１１に示した液晶表示装置１０００ａと同
じ構成を有する。したがって、図１１に示した液晶表示装置１０００ａと同じ構成要素に
対しては、参照番号を併記し、それに対する具体的な説明は略する。
【０１０９】
　前記液晶表示装置１０００ｂはバックライトアセンブリ７００及び表示パネルアセンブ
リ５００を含む。
【０１１０】
　前記バックライトアセンブリ７００は発光ユニット２００、導光板４１０、光学シーツ
４２０、反射板４３０及び収納容器４４０を含む。
【０１１１】
　この実施形態において、前記発光ユニット２００は図６乃至図８に示した発光ユニット
２００と同じ構成を有するため、参照番号を併記し、それに対する具体的な説明は略する
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。
【０１１２】
　図６及び図１３を参照すれば、前記発光ユニット２００の第１乃至第ｎの光源部１２０
＿１、１２０＿２、．．．、１２０＿ｎは前記導光板４１０と前記収納容器４４０の測板
４４２との間に配置される。前記発光ユニット２００の絶縁部材２１０は一端部が前記導
光板４１０の下に具備される。前記発光ユニット２００の接地部材２２０は前記収納容器
４４０の外側をカバーする。すなわち、前記接地部材２２０の底面２２１は一端部が前記
反射板４３０の端部を支持し、前記接地部材２２０の側壁２２２は前記収納容器４４０の
測板４４２を部分的にカバーする。
【０１１３】
　図７及び図１４を参照すると、前記発光ユニット２００のコネクタ２５０はケーブル４
８０を通じて前記表示パネルアセンブリ５００のデータ印刷回路基板５２０と電気的に接
続される。
【０１１４】
　すなわち、前記データ印刷回路基板５２０には前記ケーブル４８０と電気的に接続され
るサブコネクタ５２１が具備される。前記ケーブル４８０は両端部に第１及び第２挿入部
がそれぞれ具備され、前記第１及び第２挿入部は前記発光ユニット２００のコネクタ２５
０と前記データ印刷回路基板５２０のサブコネクタ５２１にそれぞれ挿入される。これに
よって、前記発光ユニット２００は前記ケーブル４８０を通じて前記データ印刷回路基板
５２０と電気的に接続される。前記発光ユニット２００に前記ケーブル４８０を通じて前
記データ印刷回路基板５２０から多様な信号、例えば、前記第１乃至第ｎの光源部１２０
＿１、１２０＿２、．．．、１２０＿ｎを駆動する電圧及びコントロール信号が提供され
る。
【０１１５】
　このように、前記発光ユニット２００は堅固な金属材質からなる接地部材２２０を具備
するため、前記コネクタ２５０を実装することができる。したがって、前記発光ユニット
２００は低価の前記コネクタ２５０と前記ケーブル４８０とを利用して前記データ印刷回
路基板５２０と電気的に接続されることができるため、製造原価を節減することができる
。また、前記ケーブル４８０は多様な長さで製作可能であるため、前記データ印刷回路基
板５２０と前記発光ユニット２００間の距離にかかわらずに前記データ印刷回路基板５２
０と前記発光ユニット２００とを電気的に接続することができる。したがって、大形液晶
表示装置において前記発光ユニット２００と前記データ印刷回路基板５２０の電気的接続
が可能である。
【０１１６】
　図１５は本発明のさらに他の実施形態に係る液晶表示装置を示した分解斜視図であり、
図１６は図１５の切断線ＩＩＩ－ＩＩＩ'に沿って切断した断面図である。
【０１１７】
　図１５及び図１６を参照すると、液晶表示装置１０００ｃはバックライトアセンブリ８
００、表示パネルアセンブリ５００及びトップシャーシ６００を含む。
【０１１８】
　前記バックライトアセンブリ８００は発光ユニット３００、拡散板８１０、拡散シーツ
８２０、反射板８３０及び収納容器８４０を含む。
【０１１９】
　この実施形態において、前記発光ユニット３００は図９乃至図１０に示した発光ユニッ
ト３００と同じ構成を有するため、参照番号を併記し、それに対する具体的な説明は略す
る。
【０１２０】
　前記発光ユニット３００は光を発生する光源部３２０が実装された絶縁部材３１０が前
記光源部３２０を接地する接地部材３４０の上面に形成される。これによって、前記光源
部３２０を接地するための接地ラインを前記絶縁部材３１０の上面に形成する従来よりも
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前記光源部３２０を実装することができる余裕空間を確保することができる。これによっ
て、前記光源部３２０の個数が増加するため、前記液晶表示装置１０００ｃの輝度が向上
し、表示特性が向上する。
【０１２１】
　一方、前記拡散板８１０及び前記拡散シーツ８２０は前記発光ユニット３００の上部に
順次に具備され、前記発光ユニット３００からの光を拡散して出射する。ここで、前記拡
散板８１０は前記発光ユニット３００からの光が混合することができる空間を形成するた
めに前記発光ユニット３００の各光源部３２０から所定の距離離隔して位置する。
【０１２２】
　前記反射板８３０は前記発光ユニット３００の絶縁部材３１０の上部に具備され、前記
発光ユニット３００から入射された光を反射する。前記反射板８３０は部分的に除去され
形成された複数のホールが形成され、各ホール８３１には第１乃至第４の光源３２１、３
２２、３２３、３２４のうちのいずれか一つの光源が挿入される。
【０１２３】
　前記収納容器８４０は前記発光ユニット３００、前記拡散板８１０、前記拡散シーツ８
２０及び前記反射板８３０を収納する。
【０１２４】
　前記バックライトアセンブリ８００の上部には前記表示パネルアセンブリ５００が具備
される。前記表示パネルアセンブリ５００は前記収納容器８４０に収納され、前記バック
ライトアセンブリ８００から前記光が提供されて映像を表示する。
【０１２５】
　以上、実施形態を参照して説明したが、該当の技術分野の熟練された当業者は特許請求
の範囲に記載した本発明の思想及び領域から逸脱しない範囲内で本発明を多様に修正及び
変更させることができることを理解することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１２６】
　本発明は、液晶ディスプレイなどの平面ディスプレイに利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１２７】
【図１】本発明の一実施形態に係る発光ユニットを示した分解斜視図である。
【図２】図１に示した発光ユニットを示した平面図である。
【図３】図２に示した第１光源部を具体的に示した平面図である。
【図４】図３の切断線Ｉ－Ｉ'に沿って切断した断面図である。
【図５】図２に示した補償部と光源部間の接続関係を示した回路図である。
【図６】本発明の他の実施形態に係る発光ユニットを示した分解斜視図である。
【図７】図６の発光ユニットを示した平面図である。
【図８】図７の第１光源部を示した断面図である。
【図９】本発明のさらに他の実施形態に係る発光ユニットを示した分解斜視図である。
【図１０】図９の発光ユニットを示した断面図である。
【図１１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を示した分解斜視図である。
【図１２】図１１の切断線ＩＩ－ＩＩ’に沿って切断した断面図である。
【図１３】本発明の他の実施形態に係る液晶表示装置を示した断面図である。
【図１４】図１３に示した液晶表示装置の下面を示した平面図である。
【図１５】本発明のさらに他の実施形態に係る液晶表示装置を示した分解斜視図である。
【図１６】図１５の切断線ＩＩＩ－ＩＩＩ'に沿って切断した断面図である。
【符号の説明】
【０１２８】
　　１００，２００，３００　　発光ユニット、
　　１１０，２１０，３１０　　絶縁部材、
　　１２０　　光源部、
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　　１３１　　電源ライン、
　　１３２　　接続ライン、
　　１３３　　外部ライン、
　　１３４　　フィードバックライン、
　　１４０，２２０，３４０　　接地部材、
　　４００，７００，８００　　バックライトアセンブリ、
　　１０００ａ，１０００ｂ，１０００ｃ　　液晶表示装置。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】

【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】

【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】
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